唐紙 もつ いていない 一間の 本棚が あった。 わたしの 偶 

然は、 そういう 家庭の 条件と 結びついた のだった が、 

ほかの どつ さりの 人々 の 偶然 は、 どこで どんな 条件と 

結び 合う のだろう。 

マクシム \ゴ —リ キイの 「幼年時代」 は、 幼年時代 

に ついて 書かれた 世界の 文学の なかで 独特な 価値 を 

もっている。 あれ をよ むと、 おそろし いような 生々 し 

さで、 子供だった ゴ— リ キイの 生きて いた 環境の 野蛮 

さ、 暗 さ、 人間の 善意 や 精力の 限りない 浪費が 描かれ 

ている。 その 煙の 立つ ような 生存の 渦の なかで、 小さ 

ぃゴ— リ キイ は、 自分の まわりに どんな 一 冊の 絵本 も 



ここで、 再び わたしたち は、 文学に ふれて ゆく 機会 

が 偶然で あると いう 事実と、 ある 文学に ひきつけられ 

る モメントの 問題に 立ち かえ つ てみ る。 

こういう 現実の 事情で、 人々 のうちに ある 文学の 種 

や 芽 は 全く 今日 戦争後の 廃墟の 間に ばらまかれ ている 

有様 だと 云える と 思う。 わたしたちが 激しい 現実 を 生 

きて ゆく 道で、 偶然に 接触す るいろ いろの 現象 を 箱 入 

リ風 にあら かじめ 選んで ゆけ る わけはない。 肉体と と 

もに 精神 も、 実に 荒つ ぼく もまれる。 エロ ティ ックな 

ものに も ふれ、 人格 分裂の 風景に ふれる。 その、 それ 

ぞれに 反. ^する 生きた 心 を 生きて いる。 その 波風の 間 



で、 では、 何が わたしたちの 日夜、 まともに 伸びたい 

とねが つてい る 人間性の 砦と なリ、 その 人の 文学の 足 

場と な つ て ゆく のだろう。 

平凡 だと 思われる ほどす りへ る ことのない 一 つの 真 

実が ある。 それ は、 一人一人の ひとが、 自分の まとも 

に 生きよう とする 願望に つ いて 不屈で ある ことで ある。 

過去の 文学 談 では、 こういう 問題 は、 文学 以前の こと 

という 風に 扱われる 習慣が あった。 いまでも、 そうい 

う 流儀 はの こって いる。 しかし、 それ は 間違って いる。 

わたしたちが、 ほんと にこの 社会で まともに 生きよ 

うと するとき、 現実と その 顧 望との 間に は 忽ち 1 手 擦が 



感動させる。 歴史が 前進し ない ものなら、 過去の 天才 

は 文学の テ— マ を かきつくして しまえたろう。 その 人 

が 自分の 社会的. 階級 的 人生 を 発見した からこ そ、 そ 

こに おこる すべての ことの 人間ら しい 美醜、 悲喜の 歴 

史的 意味 を 知り、 自分 を も ある 時代の 階級 的 人間の 一 

典型と して、 客観的に 描き出して ゆく 歓喜 を 理解す る 

ので ある。 

わたしたちの 人生と 文学の 偶然 はこうして、 偶然 か 

ら 意味 ふかい 必然に 移って ゆく。 リアリズム は、 人間 

の 生きる 社会と その 階級の 歴史と 個人の 複雑な 発展の 

諸 関係 を、 社会の 歴史と 個人の 諸 要因の 綜合 的な 動き 



そのものの 中で 現実的に 摑 もうと する 本質に よつ て、 

文学の 最も 強固な 手法で ある。 リアリズムが 人間の 芸 

術 表現に とって 大地の ような 性質 だとい うこと は、 す 

ベての 架空な 物語、 幻想 をと りあげて しらべて みると 

わかる。 どんな 虚構、 どんな 作為の ファン タジ ー にし 

て も、 それが 文学と して 実在し、 読者の 心に 実在 感を 

もって うけいれられる ために は、 力 をつ くして、 その 

ファン タジ— や、 1 アイ フォ— メ— シ ョ ンに そのものと 

しての 現実性 を 与える ことに 努力して いるので ある。 

〔 一 九 四 八 年 三月〕 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十三 巻」 新 日本 出版社 

1979 (昭和 S) 年：： 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 5 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十 一 巻」 河 出 書房 

1952 (昭和^) 年 5 月 発行 

初出 ： 「勤労者 文学」 創刊号 

1948 (昭和^) 年 3 月 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 来 田 進 

2 003 年 4 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



